
トヨタプロダクションエンジニアリング
安全健康基本方針

・労働基準法、労働安全衛生法及び関連法を遵守する
・事業場での安全衛生に関する潜在的リスクを管理する
・事業場でのメンタルヘルスケアの仕組みを生かす
・以上によって事業場での傷病の未然防止を図る

基本方針

更新：2025年9月

25/4更新
・文面の書式 BIZ UDPゴシックに少しずつ変更していく
（多い書式がこれだったから）

・見栄えも少し変更（見た目のバランス）

・更新日変更 2024年9月→2025年4月へ

・安全衛生管理構成図 元の絵が見つからず。作成しなおして
配置と“元町地区”のもんごんも見直し

※安全衛生管理構成図 どこ
にあるか探して書式変更する
こと！！！→作り直した

安全衛生管理構成図



1. ３本柱【モノづくり】・【人づくり】・【健康づくり】
２． あるべき姿へのあくなき挑戦

・明るく風通しのよい職場風土
・溢れる健康改善マインド
・リズムの良い毎日のルーティーン（食事・運動・睡眠）

３． 心身ともに健康な仲間と一緒に皆様
＜All stake holders＞の笑顔を創ります

TPECの健康経営宣言

健康経営の取り組み

１．健康経営・健康投資とは

従業員等の健康保持・増進の取り組みが、将来的に企業の収益性等を高める投資であると

の考えの下、従業員等の健康管理を経営的な視点から考え、戦略的に取り組むこと。

健康経営の推進は、従業員の活力や生産性の向上等の組織の活性化をもたらし、結果的に

業績や企業価値の向上につながると期待されます。

また、国民のQOL（生活の質）の向上やあるべき国民医療費の実現など、社会課題の解決に

貢献するものであると考えられます。

https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/downloadfiles/2110０6_kenkokeiei_gaiyo.pdf

出典：「健康経営の推進について19ページ」（経済産業省ウェブサイトを2022年3月24日に利用）

24/9変更内容
・無

25/4更新
・文面の書式 BIZ UDPゴシックに少しずつ変更していく
（多い書式がこれだったから）



健康経営優良法人 ホワイト500 （大規模法人部門）

２．推進体制

当社では代表取締役社長と取締役、人事・総務室が中心となって、従業員の健康と安全に関する取

り組みをトヨタ自動車健康組合と連携して進めています。

代表取締役社長
取締役

コーポレート本部
人事・総務室

トヨタ自動車
健康保険組合

３．健康経営サイクル

24/9変更内容
・無

・役職 常務変更

25/4更新
・文面の書式 BIZ UDPゴシックに少しずつ変更していく
（多い書式がこれだったから）

・健康経営優良法人2024→健康経営優良法人ホワイト500へ変更
（ロゴも変更）

働く上での健康をベースにした会社方針や健康づくり活動などが評価

され、2025年「健康経営優良法人ホワイト500」に認定されました。

※健康サイクル書式変更

※ワークライフバランス



４．中期経営計画 （2024－2026）

24/9変更内容
・無

25/4更新
・文面の書式 BIZ UDPゴシックに少しずつ変更していく
（多い書式がこれだったから）

25/4メモ
・中計のタイミング 時期：3年毎の4月
・この次のページに健康経営ＭＡＰを挟むこと

※26年までの四角の中、デー
タ探して書式確認/変更

※主な取り組みも元データ探し
て書式確認/変更

■基本的な方向性
安全健康に対する一人ひとりの意識向上と

安心して働ける風土づくり
■目標
笑顔にあふれた活気ある風土づくり



5． 健康経営戦略MAP

前回のメモ

４、中計のタイミング
時期：3年毎の4月

24/9変更内容
・健康MAP文言 掲載用に再確認追
加

健康経営、健康投資を行うにあたり、経営課題や課題解決につながる健康課題を特定し、健康の保持・増進に関する一連の取り組み見える化をすることで、より効果的に永続的にTPEC全体での

活動推進をしていきます。



6．健康経営推進に向けた取り組み
健康管理

定期健康診断 年に1回の定期健康診断、4年に1回の節目健康診断

特殊健康診断 6か月に1回の特殊健康診断

健康診断 海外赴任前後の健康診断

特定保健指導 保健師による特定保健指導

有所見者フォロー 保健師による健康診断結果のフォロー保健指導

ストレスチェック 高ストレス者と高ストレス職場へのフォロー

職場環境

建屋内全面禁煙 建屋内全面禁煙

机やイス 打合せ時の立机や座りながら体感を鍛える健康イス

運動器具 筋トレマシン、卓球台、マッサージ機

在宅勤務 リモートワーク環境の提供

健康づくり

健康イベント スポーツ大会、ヨガ教室

健康セミナー 食事、睡眠、ストレッチ、体感、女性特有の健康問題

啓蒙活動 健康ニュース、好事例紹介、eラーニング （投資額：0円）

禁煙活動
2025年4月に社内（客先含む）全面禁煙実施。
Web禁煙外来など禁煙活動を引き続きサポート。

活動費補助 職場での健康づくり活動費を補助 （投資額：361千円）

健康ポイント付与 健診結果と健康づくり活動参加に応じてポイントを付与
（投資額：2,198千円）

感染症対策 換気、職場消毒、体調管理、配席（ディスタンス）

メンタルヘルス対策
フィードバックラインケア研修（管理職向け）、セルフケアeラーニング

（投資額：275千円）

■ 健康づくり活動

■ 職場環境

＜業務エリア＞

＜シミュレーションゴルフ＞ ＜バスケットボール＞

▼掲載許可取り
ゴルフ：BR ：大庭さんOK
バスケ：CAE：桑原さんOK
登山：DX：石井さんOK
ボウリング：計測：長谷川さんOK
バレーボール：DX：天野さんOK

＜登山＞

＜バドミントン＞ ＜ボウリング＞ ＜バレーボール＞

5、取り組み内容・写真の更新

時期：4月

24/9変更内容
・項目NO変更 5⇒6
・投資額記載

※投資額は2４年度実績値

25/4メモ
・4月ではまず禁煙活動の部分を修正いれる
※その代わり禁煙ロードマップは削除
投資額などは次回更新（9月までに）

※取り組み写真の枠などを丸く
したりして変化つけれないか。

＜エクササイズチェア＞＜運動器具＞

（投資額：685千円）

（投資額：２５３千円）

（投資額：２５３千円）

健康フェアとウォーキング

表彰は足す

７．健康経営推進への投資額

内容 24年度

健康フェア 685千円

健康セミナー 253千円

職場健康づくり 361千円

内容 24年度

健康ポイント 2,198千円

ラインケア 275千円

ウォーキング表彰 5.4千円



８．健康経営 関連指標

・「ー」：項目の定義がないもの

項目 2022年度 2023年度 202４年度

平均年齢 38.9歳 ３９．５歳 ３９．８歳

平均勤続年数 13.1年 13.6年 14.1年

定期健康診断受診率 100％ 100% 100%

精密検査受診率 100％ 92.3％ 87.5％

健常者率（非有所見者率） 41.4％ 44.6％ 39.6％

ストレスチェック受検率 100％ １００％ １００％

非高ストレス者の割合 94.4％ 93％ 98％

肥満でない 56.9％ 58.4％ 60.6％

非喫煙者率 77.4％ 78.7% 7７．２%

適切な運動習慣がある 26.9％ 30.4% ３５．１%

適切な食事習慣がある 42.7％ ４６．２％ ４６．3％

熟眠できている 78.2％ 73.5％ 75.8％

平均年次有給取得率 88.6％ 97.2％ 9１．３％

従業員1人あたりの医療費 463,000円 429,000円 448,5００円

絶対的プレゼンティーズム
（WHO-WHQ）

- 67.1％ 67.９％

対象者 - 643人 638人

回答率 - 99.0％ １００％

アブセンティーズム - 0.9日 1.9日

対象者 - 671人 6６３人

エンゲージメントポイント 73 73 73

対象者 ６４７人 658人 6３８人

回答率 99.0% 97.0% 100%

育児休業取得率 ー ー 男87％女100％

育児休業復帰率 ー ー 100％

労働災害の状況（件数） ０ ０ ０

6、数値が分かった時点で都度更新

時期：4月（必須）

参考資料）職場健康天気図（トヨタ健保発行）
「平均年齢」、「健常者率」以下「熟眠できている」
時期：4月（必須）

依頼）保健師
精密検査受診率
時期：4月（必須）

受領）トヨタ保健より（健康経営調査用に提供される）
従業員1人当たりの医療費
時期：９月頃

参考資料）エンゲージメント担当者へ
プレゼンティーズム、エンゲージメント
時期：エンゲージメント実施後都度

▼プレゼンティーズムの計算方法

エンゲージメント第3回の
タイミングを基準とします。
（中嶋S、松山GM合意）

2023年度の数値は、2024

年度に追加した設問と掛け
合わせて数値を出します。
（特例）

依頼）人事G
時期：4月

2024年4月のエンゲージメントサーベイで、「3.」の設問に加え「1.」と「2.」を加えます。
次に、回答結果にもとづき絶対的プレゼンティーズムの損失を計算したうえで、社外公
開の準備をしてください。

24/9変更内容

・項目NO変更 6⇒7

・精密検査受診率 92.3％

・平均年次有給取得率 97.2％
※人事健康経営調査票記入

・一人あたりの医療費
※未 健保から9/16連絡予定

・絶対的プレゼンティーズム
※エンゲージメントの安推独自
サーベイから算出

・アブセンティーズム追加

25/4メモ
・数値を少しづつ取得していく→要確認
ある程度そろったら更新入れる

25年9月
・健康経営調査書に従い表示が必要で抜けているものがないか再確認
非高ストレス者の割合⇒総合健康リスク分布から指定基準値１２０オー
バーを非高ストレス者として算出

・「アブセンティーズム」：傷病休職制度利用日数の全従業員平均で算出

・「エンゲージメントポイント」：Wevoxに定めたエンゲージメントサーベイにて職務・自己成長・健康・支援・
人間関係・承認・理念戦略・組織風土・環境を（0～100点）従業員調査実施し従業員平均で算出

・その他 健康フェア（24年度従業員の約52％参加）や、全従業員へ向けた様々な健康課題に対応した健康ニュース（保
健師からの健康啓蒙活動）などを実施し、幅広くヘルスリテラシー向上にむけ展開



９．今後の課題と対応について
7、年度更新

時期：4月24/9変更内容

・項目NO変更 7⇒8

25/4メモ
・8番として「禁煙に向けた取り組み」ロードマップが入っていたが、そち
らは削除。（2025/4に全面禁煙完了のため）
・ヘルシーアクションを追加

従業員の平均年齢増加に伴い、肥満者率（BMI25以上）や有所見者率が増加傾向にあるため

生活習慣（睡眠、食事、運動）を改善すべく、当事者の意識改革が重要となってきます。

そのため、3本の柱をとして取り組んでいます。

①主幹部署からの啓蒙活動の強化（セミナー、eラーニング）、25年度はヘルシーアクション宣言を実施

②保健師による個別指導や健康関連ニュースの発信

③職場主体の健康づくり活動

25/4メモ
・今後の課題と対応については、健康天気図で肥満率が他社と比べて
芳しくなく、当事者の意識改革が重要という認識は変更なし。
表現などを少し変える対応を25年9月の更新に向けて実施したい。
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